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はじめに
密教経軌のなかには、修法の本尊とされる仏像が行者の祈りによっ
て動いたり発声するとの記載をもっ例がある。なかでもよく知られて
いるのが、耶舎幅多訳『仏説十一面観世音神呪経~ (北周・天和 5年
(570)ころ)と阿地塵多訳『陀羅尼集経』所収『十一面観世音神呪経』
(唐 ・永徽 5年 (654))である。これらの経典は、観音が修法の場で
ある道場にじっさいに来臨し、それに応じて仏像が動き、発声すると
説いている。この発想は、本体である観音と造形物である仏像の同一
視を意味するものといえる。すでに指摘のあるとおり、平安時代初期
に制作された十一面観音像には意識的に動きを表現した例が多く、そ
れらは経典の記載をかたちにあらわしたものと考えられている。 この
種の動きの表現は、「ほとけの出現Jという奇瑞の形象化が造像のテー
マとなっていたことを伝えており、当時の仏像観を知るうえできわめ
て興味深い。
本稿では先行研究に導かれつつ、『仏説十一面観世音神呪経』と『十
一面観世音神呪経』にくわえ、 2つの密教経軌を考察対象とし、ほとけ
の出現とその場における仏像の役割がいかに語られているかをみてゆ
くこととする。さらに、代表的な如意輪観音像である大阪 ・観心寺像
に注目し、実在感ある艶麗な像容が、じっさいの観音の出現を意識さ
せる存在として位置づけられていた可能性を考えてみたい。
1、ほとけの来臨
『仏説十一面観世音神呪経』には、十一面観音の出現が以下のよう
に説かれている。
爾時其人造此像己。欲求心中所願者。(中略)処中施ー高座置観世音
像。像面向西。(中略)至十五日夜。時観世音来入道場。其栴檀像自然
動揺。其像動時三千大千世界倶時振動。其像頂上仏面出声讃行者言。
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善哉善哉善男子我来看汝。所有願者今悉満足。(後略) 1 
『十一面観世音神呪経』にもまた、これとほとんど同様の記載がみ
られる。
爾時其人造此像巳。欲求心中所願成者。(中略)正壇中央施一高座。
置十一面観世音像。像面向西。(中略)至十五日夜静之時。観世音菩薩
来入道場。其栴檀像自然動揺。爾時三千大千世界。一時振動。其像頂
上仏面出声。讃行者言。善哉善哉善男子。我来看汝。所有願者悉令満
足。(後略) 2 
白栴檀で造られた十一面観音像を西向きに高座に安置して供養を続
けると、 15日目の夜に f観世音(菩薩)Jが「来たりて道場に入」る。
それとともに、安置されている「栴檀像」が「自然に動揺」し、「三千
大千世界」も「一時に振動」する。続けて、「その像の頂上仏面」が「出
声」して「行者を讃え」、「善きかな善きかな善男子。我来たりて汝を
看る。願いあるところは悉く満足す」というのである。この箇所の要
点は、ほんらい造形物である仏像が動き、発声することだが、その前
段階として「観世音」、すなわち礼拝の対象である十一面観音がじっさ
いにやってくると説かれている点はおおいに注目される。この段階で
十一面観音の姿が行者にみえているかは明記されていないが、行者は
仏像の振動を目撃し、頂上仏面が発する声を聞くことで、十一面観音
が確かに道場内にいることを実感するのである。
井上一稔氏は、平安時代初期の十一面観音像の多くが顕著な動きを
あらわしていることについて、これらの経典の記載からの影響を指摘
した3。奈良・法華寺像(図 1) はその代表例で、右足をおおきく踏み
出す動作、それに連動した体の構え、風になびく着衣や頭髪の表現は、
経典にいう仏像の「動揺」の造形化と理解される。また、本像はビャ
クダンと質感の近いカヤ材を用い、像表を素地仕上げとする、いわゆ
る代用檀像である。いうまでもなく、これは日本における「栴檀像J
の解釈であり、やはり経典からの影響がよみとれる 4。経軌の記載はふ
1 W大正蔵経~20- 151a。
2 W 大正蔵経~ 18-824b-....c。
3 井上ー稔「十一面観音像の表現一日本における展開を中心として一J(Wシル
クロード学研究~ 11、平成 13年)。
4 檀像については、井上正『檀像~ (W 日本の美術~ 253)至文堂、昭和 62年
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つう、尊像の面や手足の数、肉身色、服装、持物など、図像的な特徴
を規定するものだが、十一面観音のぱあいは修法の場における動きと
いう、図像規定とは別次元の要素が語られ、さらにそれがじっさいの
造形に反映されていることをあきらかにした点で、氏の指摘は重要性
が高い。
さらに注目されるのは、『仏説十一面観世音神呪経』と『十一面観世
音神呪経』が、修法の成就の条件として十一面観音の来臨を説き、像
の動きと頂上仏面の発声を来臨の証徴として位置づける点についての
考証である。十一面観音を本尊とする修法において、その成就のため
に「偶像に観音の本体が宿Jることが要求されるとともに、「観音の出
現を知何に効果的に見せるか」が工夫され、それが「像の動きになっ
て表出されているj ことが指摘されたことの意義はおおきい。氏はま
た、京都 ・海住山寺十一面観音立像にかんする論考でこの問題を再度
とりあげ、「我国の神が寄り代に依るように、白檀像に観音が依ること
により、像が動く Jr白檀による木像が、生身の観音へと変化を遂げ」
るとの解釈が存在していたとのべる 5。この解釈にしたがえば、動きを
表現した十一面観音像とは、観音の本体が宿って動くさまを先取りし
て造形されたものということになるだろう。いいかえれば、修法のク
ライマックスにおいて本体の観音が依っていることをより強く印象づ
けるよう、あらかじめ像に動きの表現を与えておいたとも考えられる。
『十一面観世音神呪経』とおなじく『陀羅尼集経』におさめられる
『般若波羅蜜多大心経』には、「諸仏菩薩金剛天等Jを供養する功徳と
して、彫像の放光から見仏にいたる 10の瑞相が説かれる。まずは供養
の方法である。
若人欲得日日供養十方一切諸仏菩薩金剛天等者。若在房内及仏殿中。
而供養之。(中略)当設二十一種供養之具。作般若波羅蜜多法会。 (中
略)一者厳飾道場安置尊像。復以種種香。所調龍脳丁香。欝金沈水。
香湯浴像還置本処。二者像前当作水壇。三者龍脳沈水。上妙香等用塗
像身。四者諸妙花露。絞培仏身左右肩上。五者頂掛天冠。六者宝釧理
落荘厳仏身。(後略) 6 
を参照。
5 井上ー稔「海住山寺奥の院本尊 十一面観音立像(重要文化財)についてj
(海住山寺ホームページ 解脱上人寄稿集
httD:/ /www.kaiivusenii.iD/e:d/kiko/sentence/k4.htm1)。
6 W 大正蔵経~ 18-809c........810b。
???
「諸仏菩薩金剛天等」の供養は「房内」または 「仏殿中」でおこなわ
れ、 21種の「供養の具j が用いられる。道場に安置された「尊像Jに
は香湯を浴びせ、香を塗り、花童を肩上にからめ、「天冠Jを頂に掛け、
宝釧理培で仏身を荘厳するとある。以上の記述から、「尊像」とは彫像
であることがわかる。そして、供養の結果として「十種瑞相」が説か
れる。
一者像上放光。二者風不吹市道場中幡自然動揺。三者雲不覆雨天有
雷声。四者道場中燈長三四尺。五者香鋪中人不焼香市香畑自出。六者
空中間有種種音楽之声。七者感得四方無事福寿延年無諸疾病。師子虎
狼諸毒虫等不能為害。八者於五欲境心無染著。九者諸魔鬼神不能焼乱。
自他之病療即除癒。十者見仏菩薩金剛天等。若於夢中見仏菩薩。或昇
高山。或上高樹。乗船度岸。或騎象馬。7
「ー」は「像上の放光」である。「像上」とは像の表面という意味だ
ろう。放光は仏像の起こす奇瑞では代表的なものである。「二」は、風
がないのに道場中の幡が「自然に動揺」する。「自然動揺」は十一面観
音像の奇瑞についても用いられた表現であり、ほとけの本体の来臨を
示唆している可能性が考えられる。「三J，._ r六」は、雲がないのに雷
鳴が聞こえ、燈明が長く伸び、焼香しないのに香煙が出、空中に音楽
が聞こえるといった奇瑞である。「七J，._ r九」ではもろもろの功徳が
得られると説く 。そして「十Jでは、「仏菩薩金剛天等」をみる、もし
くは夢中に「仏菩薩Jをみる功徳が説かれるのである。ほとけたちは
あるいは高山や高樹に登り、あるいは船や象 ・馬に乗るという 。この
ほとけたちが本体なのか、それとも本尊として道場内に安置された仏
像が動いているのかは明確でないが、十一面観音のぱあいを参考にす
れば、瑞相の最終段階としての見仏は「仏菩薩金剛天等」の来臨を念
頭に置いて記載されていると考えてよいだろう。
『陀羅尼集経』は十一面観音像の造像のほか、四天王像の図像規定
にもおおきな影響力をもっていたことが知られている 8。こうした重要
な雑密経典でほとけの出現や仏像の起こす奇瑞が説かれたことは、修
法における仏像の役割にたいする期待を高めたものと想像される。た
7 W 大正蔵経~ 18-811c""'812a。
自瀬山里志「陀羅尼集経様四天王像の 日本における受容と展開JCW仏教芸術』
239、平成 10年)。
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だし、玄奨訳『十一面神呪心経~ (唐 ・顕慶元年 (656)ころ) 9と不空
訳『十一面観自在菩薩密言念論儀軌経~ (唐 ・天宝 5"-'大暦 5年 (746
"-'70)) 10は、十一面観音像の動きと発声を説くものの、前提となるほ
とけの本体の来臨についての言及を欠く。これは、密教儀礼が洗練さ
れてゆくなかで、ほとけの存在が観念化され、その来臨と仏像への作
用というプロセスへの意識が薄まったことが一因と考えられる。しか
し、 9世紀にはいって日本に請来された、唐 ・解脱師子訳『都表知意摩
尼転輪聖王次第念諦秘密最要略法~ (略称『都表如意輪儀軌~)は、依
然としてほとけの出現を説いている。次節ではこの『都表知意輪儀軌』
の記載をみながら、修法における本尊像とほとけの本体との関係を考
えてみたい。
2、知意輪観音の出現
9世紀初頭には、現図胎蔵界曇茶羅に代表される中国由来の画像・
図像を通じ、六腎知意輪観音の具体的な像容が日本でも知られるよう
になっていた。『都表如意輪儀軌』が請来されたのは、それよりのちの
ことである。安然撰『諸阿闇梨真言密教部類総録~ (八家秘録)には「都
表知意輪瑞伽一巻容」の記載があり、請来者として「審」こと宗叡 (809
"-' 84)の名が挙げられている 11。宗叡は「後入唐僧正jの名で知られる
真言僧で、貞観 4年 (862)に入唐、同 7年に帰朝して多くの密教経軌
や図像類を請来した。『禅林寺宗叡僧正目録』は、宗叡の数ある請来品
のひとつとして「都表知意輪瑞伽一巻Jを挙げている 120
『大蔵経全解説大事典』によれば、「都表j とは「諸尊の広大にして
甚深の徳を観世音菩薩ー尊に表す」語である。経題に「転輪聖王Jの
語がみられることは、『都表如意輪儀軌』の特徴として注意される。「相
貌品第一」には「若有修此三昧耶 須具七種殊勝相 猶如輪王持七宝
王四天下皆降伏J13の記述があり、知意輪観音の功徳が、転輪聖王(四
天下を統一して正法をもって世をおさめる王)の七宝にたとえられて
いる。『都表知意輪儀軌』は、女日意輪観音と転輪聖王の親近性をはっき
りと表明する点で、仏法と王法の接点としての性格をよくあらわして
9 W 大正蔵経~20-154a--b。
10 W大正蔵経~ 20-141b。
11 W大正蔵経~ 55 -1123b。
12 W 大正蔵経~ 55-1111c。
13 W 大正蔵経~ 20-217b。
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いるのである。この点については次節でとりあげることとし、まずは
観音の来臨をのベる記述をみてゆきたい。
「相貌品第一」はまた、修法のさいの道場と本尊像について以下の
ようにしるす。
(前略)次説順諸念講法 復択清浄吉祥地 或在山間及池辺 或在
伽藍精室処 或仏舎利神塔中(中略)復次安置本尊者 行者自須敷巳
座 尊面西方在目前 行者像前面東坐(後略) 14 
道場は「清浄吉祥の地」や「山間Jr池辺」、あるいは「伽藍精室の
処Jr仏舎利神塔の中j に設営される。「本尊」を彫像とするか、画像
とするかについては規定されていない。尊名も明記されていないが、
如意輪観音像であることはいうまでもない。
さらに、「根本密言品第三」は本尊の観想と念請、その結果としての
観音の出現 ・所願の成就を説く。
復説根本軌儀法 想念奉請大聖王 諦此密言及結印 一一自想往彼
山 存心頂礼而奉請 迎引尊者入道場(中略)行者像前端坐思惟。存
心諦観布多鞍伽山。衆宝荘厳華果茂盛 (中略)繭此真言。於七日中
満三十高遍。聖者即現持請人前。随心所求皆得成就(後略) 15 
「大聖王Jr尊者Jr聖者」とは、みな如意輪観音をさすと考えてよ
い。行者は「大聖王」を「奉請」することを「想念」し、「密言」を請
して「結印Jする。じっさいに如意輪観音が道場にあらわれる前段階
として、行者は「尊者を迎引して道場に入れるj ことを想念するので
ある。さらに行者は「像前にて端坐して思惟Jし、観音の住処である
「布多勅伽山J(補陀落山)を諦観する。そして「真言Jを七日にわた
って請し、「三十高遍Jに達したとき、「聖者」が「持請する人の前」に
「現れる」のである。
行者の祈りに応じてほとけが道場に来臨するとの考え方は、前節で
みた諸経典と共通する。「聖者」と「本尊J(r像J) の関係はあいまい
だが、本尊像が観想を助けるとともに、知意輪観音の本体の来臨を行
者に強く意識させる存在として機能していることは認めてよいと思わ
14 W 大正蔵経~ 20-217b。
16 W大正蔵経~ 20-217c""""218b。
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れる。とくに重要と思われるのは、「聖者Jが行者の前に「現れるj と
明記されている点である。この記述によれば、ほとけの姿は観想のな
かの存在を超え、まちがいなく行者に目撃されている。じっさいに行
者の目に映るのは本尊像かもしれないが、ここでは本尊像は「聖者」
そのものとして存在しているか、もしくは知意輪観音の本体が依った
状態とみなされているといえるだろう。そして、知意輪観音の出現(行
者からすれば見仏)は、「心の求むるところに随い、みな成就を得るJ
ことを保証している。尊像の前での儀礼がほとけの出現をうながし、
結果として所願が成就する一連の流れを、『都表知意輪儀軌』は明快に
説いているのである。
3、『都表知意輪儀軌』と観心寺如意輪観音像
ところで、『都表知意輪儀軌』の請来者が宗叡であることには、美術
史的・密教史的にはおおきな意味があると考えられる。それは、宗叡
は師の真紹 (797--873) より、知意輪観音坐像を本尊とする観心寺を
相承しているからである。
観心寺像(図 2) は、元慶 7年 (883) の『観心寺勘録縁起資財帳』
所載の講堂安置像にあたると認められている 16。高貴な女性を思わせ
る艶麗な表情、豊満でありながら引き締まった体躯、像表に乾漆を併
用してやわらかな肉づきを表現する技法などから、 9世紀密教彫刻の
最盛期である承和年間 (834--48)を中心とする時期に、有力な皇族の
発願によって官営工房で造像されたことはまちがいない。西川新次氏
は『資財帳』に載る「嵯峨院大皇太后御願堂」、すなわち嵯峨天皇の皇
后・橘嘉智子 (786--850) の御願堂を安置堂宇の講堂とみなし、本像
も嘉智子の発願と考えた 17。こ の指摘は大方の指示を得ており、最近の
研究では、承和 10年 (843) に河内国守を観心寺俗別当とすることが
定められ、真紹が内供奉十禅師に補任されたのと軌をーにして、本像
が発願されたとのみかたが有力視されている 180
16西川新次「伝来J(丸尾彰三郎ほか編『日本彫刻史基礎資料集成 平安時代
重要作品篇~ 3、中央公論美術出版、昭和 52年)。
17西川新次「備考J(註 16書)。
18井上ー稔「観心寺如意輪観音坐像追考一観音の女性性という視点から一J
(W文化学年報~ 63、平成 26年)、佐藤全敏「観心寺如意輪観音像 再考J
(W美術研究~ 413、平成 26年)。なお、津田徹英「観心寺金堂 如意輪観音
坐像J(W週刊朝日百科 国宝の美~ 17 彫刻 7 平安初期の密教彫刻、朝日新
聞出版、平成 21年)は像の完成年次として承和 10年に注目する。
? ???
では、『都表如意輪儀軌』と観心寺像のあいだにはなんらかの関係が
あるのだろうか。この問題についても、井上一稔氏が重要な考察をお
こなっている 19。氏は観心寺像に表出された顕著な女性性について、仏
教的な理想の皇后で王権の護持者である玉女の姿が重ね合わされたも
のとみた。さらに、『都表如意輪儀軌』が如意輪観音の功徳を転輪聖王
の七宝にたとえる点に注目し、七宝の中に玉女宝が含まれること、経
題に「転輪聖王」の語がみられることから、同軌が観心寺像の女性性
の典拠となった可能性を指摘したのである。女性性の表現を具体的な
儀軌の内容にもとづいて説明した点は、本像の研究におけるおおきな
進展といえる。ただし、氏も認めるとおり、『都表知意輪儀軌』の請来
者を貞観 7年帰朝の宗叡とすると、造像年代を下回ってしまう。そこ
で、宗叡以前の入唐経験者のなかで請来者として想定されているのが、
嘉智子と接点のあった恵尊(生没年不詳)と、室生寺を拠点とした円
修(生没年不詳)である。とくに円修は『五十巻紗』や『白宝抄』では
『都表知意輪儀軌』の請来者とされており、その存在はおおいに注目
される。
問題は、円修が承和 11年 (844、唐の会昌 4年)の時点でまだ唐に
滞在していたことである。同年 2月 9日付の『大唐国日本国付法血脈
図記~ (園城寺蔵)によれば、このとき円修は弟子の堅慧とともに天台
山禅林寺におもむき、最澄 ・義真に続く日本天台宗の正統な後継者で
あることの証明を得ている 20。本像の発願を承和 10年とみると、円修
の『都表如意輪儀軌』請来がまにあわないのである。以上の点より、
円修が本像の造像に影響をおよぼしたとは即断しがたい。いっぽう恵
専のばあいは、本像の発願以前に同軌を請来していた可能性を残す。
そうだとしても、宗叡による請来の事実は変わらない。むしろ、重ね
て同軌を請来したとすれば、なんらかの積極的な理由が存在したもの
と想像される。本稿では井上氏の指摘の重要性に注目し、観心寺像の
しめす女性性が『都表知意輪儀軌』と関連する可能性を考慮、しつつ、
宗叡がみずから請来した同軌にもとづいて本像をあらたに意味づけた
とみる立場から、そのねらいを検討してみたい。
観心寺で如意輪観音像がどのように礼拝されていたかを知る手がか
りとしては、『資財帳』に載る「唐自費湯境二口」の存在が注目される。
ここには「観音菩薩料。大法師恵淑奉納。」との付記がある。『都表知
19井上ー稔「観心寺如意輪観音像と檀林皇后の夢J(笠井昌昭編『文化史学の
挑戦』思文閣出版、平成 17年)。
20連日出典『室生寺 山峡に秘められた歴史』新人物往来社、平成 7年。
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意輪儀軌』には、香水を盛って「聖者Jに奉る容器として、「新銅器J
または「白査器Jを用いることが説かれている 210 r観音菩薩料Jとし
て奉納された「唐白査湯境Jとは、同軌にいう「白琵器Jにあたる可
能性が考えられる。奉納者の恵淑は、『資財帳』が勘録された 10日後
の元慶 7年 9月 25日に、宗叡により「門徒中之首兄Jとして観心寺座
主に定置されている 22。これにさきだっ 8月 13日にも、恵淑は但馬国
の「水田白田」を「燈料Jとして奉納している。「唐自室湯境」も同様
に、座主就任を控えた恵、淑が寺地や什物の充実をはかつて奉納したの
ではないだろうか。「観音菩薩料Jである「唐白査湯境Jの存在のみを
もって、『都表知意輪儀軌』にもとづく知意輪法が修されていたとは断
言できないが、この時期に寺の中心的な人物が如意輪観音像を重視し
ていたことは認めてよいだろう。
本像の熱気を帯びたなまめかしい表情、切れ長で大きな目、ぼって
りとした唇、やわらかな肉づき、あたたかみすら感じさせる肌合い、
自然な手足の動きは、あたかも知意輪観音が顕現したかのような実在
感を生み出している。観心寺で『都表如意輪儀軌』にもとづく知意輪
法が修されていたと仮定するならば、本像のしめす実在感は、儀軌に
説く「聖i者」の出現を行者に強く印象づける要素となりえたのではな
いだろうか。それは、平安初期の十一面観音像がしめす動きの表現が、
ほとけの本体の来臨を思わせるものだったのと似ている。宗叡が『都
表知意輪儀軌』を請来したことによって、本像は「行者の目前に出現
する知意輪観音Jと理解され、同軌にもとづく知意輪法の本尊という
あらたな性格を獲得したものと思われる。
貞観 10年、宗叡は真紹から観心寺を相承した(同年 1月 23日付「権
少僧都真紹付属状J23) そして翌年 6月 13日、観心寺は定額寺に列せ
られた (W資財帳~)。これにさきだっ 6 月 9 日には、河内国高田庄など
が施入され、寺の経済力の強化がはかられている (W資財帳~)。定額寺
化の奏請者は真紹だが、清和天皇 (850--80)と宗叡の密接な関係はそ
の主要因としてみのがせない。高橋早紀子氏は、貞観 9年ころの造像
と認められる東寺西院不動明王坐像について、技法や図像の検証から
宗叡が造像に関与した蓋然性を指摘するとともに、新羅の脅威や貞観
8年の応天門の変などによる社会不安が高まるなか、清和が国家安穏
を祈り、宗叡請来の『聖無動尊安鎮国家法』にもとづき造像させたと
21 W大正蔵経~ 20-218a。
22西川新次 ・水野敬三郎「観心寺勘録縁起資財帳 ・備考J(註 16書)。
23註 16書。
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の見解をしめしている 24。観心寺の定額化も、清和と宗叡の連携による
一連の真言密教興隆事業として、東寺西院像の造像に続いておこなわ
れたとのみかたが可能だろう 250
当時、清和の身辺におこった重要なできごととして、貞観 10年 12
月 16日の貞明親王(のちの陽成天皇)の誕生と貞観 11年 2月 1日の
立太子が挙げられる。清和は 3人の兄を押しのけて生後 8か月で立太
子し、 9歳で即位した。当時としては異例の幼帝として即位した清和
にとって、皇統の安定は重要な課題であり、第一皇子の貞明の誕生は
おおきな希望だった。そのいっぽうで、さきにのべたような内憂外患
への対応に苦慮していたことも事実である。観心寺の定額寺化にあた
っては、皇統の安定と国家安穏を祈る寺としての性格が確認され、知
意輪観音像の効験もその視点から期待されたにちがいない。
観心寺が如意輪観音を杷る寺であること、さらに宗叡が『都表知意
輪儀軌』を請来していることは、清和朝における寺の位置づけをあき
らかにする手がかりになると思われる。同軌は経題からも知られると
おり、「転輪聖王jをキーワードとする儀軌である。そして、清和は「金
輪聖王J(金輪・ 銀輪・ 銅輪 ・鉄輪聖王に分かれる転輪聖王のなかの一
つ)になぞらえられる天皇だった。工藤美和子氏によれば、天皇=転
輪聖王という位置づけが急浮上してくるのは応徳 3年 (1086)に堀河
天皇が即位したころからだが、それ以前にも限られた天皇については
転輪聖王とみなされていたという。その早い例が清和なのである。『日
本三代実録』には清和天皇を金輪聖王とみなす記述が 2箇所確認され
ている。貞観元年 4月 18日条の藤原順子(仁明天皇女御、清和の祖
母)願文では清和を「金輪j と称しており、同年 8月 28日条の恵亮の
上表文では、清和を「金輪陛下j と呼んでいる 26。このような状況下に
24高橋早紀子「東寺西院不動明王像の制作における宗叡の関与J( W日本宗教
文化史研究~ 19 (2)、平成 27年)。
25丸山士郎氏は貞観 11年の定額寺化を観心寺の転機ととらえ、現在も寺に安
置される仏眼仏母如来坐像と弥鞠知来坐像はこのときの造立とのみかたをしめ
す(丸山士郎「安祥寺五智如来像、観心寺仏眼仏母加来像・弥軸如来像とその
周辺J (W MUSEUM~ 514、平成 6年)。筆者もこれに賛同する。拙稿「密教絵
画から彫像へー曇茶羅 ・図像の請来と彫像化-J (伊東史朗責任編集『日本美
術全集~ 4、小学館、平成 26年)。
26工藤美和子「忠を以て君に事へ、信を以て仏に帰す一一0-一一世紀の願
文と転輪聖王J(同『平安期の願文と仏教的世界観』思文閣出版、平成 20
年)、同「仏界の荘厳一法勝寺とは何のために建てられたのかJ(W悌教大学総
合研究所紀要』別冊 2 洛中周辺地域の歴史的変容に関する総合的研究、平成
25年)。
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あって、知意輪観音の功徳を転輪聖王の七宝になぞらえる『都表如意
輪儀軌』を宗叡が請来したのは絶好のタイミングだった。宗叡が同軌
にもとづいて観心寺知意輪観音像に再注目することは、転輪聖王=清
和の徳を讃えることに通じる。そして、実在感に富む本像のまえで同
軌にもとづく修法をおこなうことは、如意輪観音の出現=見仏の奇瑞
をひき起こし、その結果として「心の求むるところに随い、みな成就
を得るJ功徳、すなわち清和朝の安穏を実現する行為と認識されてい
たと考えたい。
おわりに
本稿ではほとけの出現を説く 4つの密教経軌をとりあげ、仏像の表
現との関係を考えてみた。とくに、『都表如意輪儀軌』は観心寺におい
て、既存の知意輪観音像を「行者の眼前に出現するほとけ」と性格づ
ける思想的根幹として機能したと思われ、像のしめす実在感との関連
から興味深い。密教経軌の記述と仏像の関係を考察するさい、図像的
特徴の規定がおもに注目されるが、経軌が仏像観の形成にあたえた影
響もすくなからずあったことと思われる。今回は平安時代初期の観音
像に絞って検討したが、他の尊格、または他の時代の作例についても、
今後さらに検討を重ねてゆきたい。
図 1 、 2 は伊東史朗責任編集『日本美術全集~ 4 (小学館、平成 26年)
より転載した。
?
